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研究成果の概要（和文）：ランダムサンプリングを活用した様々なオンライン意思決定問題と，派生した様々な
学習問題や組合せ最適化問題に対し，高精度・高効率なアルゴリズムの提案を行った．特に，(1) 組合せ集合を
決定空間とするメトリカルシステムタスク問題が，決定空間上のランダムサンプリング問題に帰着できることを
示し，グラフの道集合など種々の組合せ決定空間に対する高効率・高精度なアルゴリズムを初めて与えることに
成功した．(2) 大規模機械学習に対する新しいアプローチとして，訓練データをZDDとして圧縮表現し，その受
理経路集合上のオンライン予測手法を用いることにより，ZDD上でブースティングを模倣する効率の良い手法を
与えた．

研究成果の概要（英文）：We proposed high accuracy and efficient algorithms for various problems of 
online decision making, machine learning and combinatorial optimization, by using the methodology of
 random sampling. Among them we give two main achievements below. (1) We showed that the metrical 
task system problem over a combinatorial decision space can be reduced to the problem of random 
sampling over the decision space, and using the reduction we succeeded to give, for the first time, 
high accuracy and efficient algorithms for various combinatorial decision spaces such as paths of a 
graph. (2) We proposed a new approach toward large scale machine learning: compress the given 
training data into a ZDD, and simulate Boosting efficiently over the ZDD (without decompression), 
based on an online prediction method over the set of accepting paths as the decision space. 

研究分野： 計算学習理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
メトリカルタスクシステム（MTS）問題は，組合せ集合を決定空間とする場合，効率の良いアルゴリズムの統一
的で有用な設計法は知られていなかった．本研究は，この問題に対し，ランダムサンプリングの設計問題に落と
し込むという，世界初の統一的・現実的な設計指針を与えたといえる．また，大規模機械学習の問題に対し，従
来は，確率的勾配降下法などのランダムサンプリングに基づくアプローチが主流であったが，本研究では，圧縮
データ上の機械学習という新しいアプローチを提案している．計算時間とメモリ効率の向上を同時に達成する画
期的な手法であるだけでなく，圧縮データ上の最適化という新たな研究の方向性を示唆している．










